
発達障害支援の地域連携に係る全国合同会議 

「系統性のある支援研究事業」 

  中学校から高等学校への支援情報 

  の引継ぎについて 

  三重県教育委員会事務局 
    特別支援教育課 加藤尚大 
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 はじめに 



三重県

人口    約１８０万人



三重県内２９市町 
 小学校      ３５８校  
        ９４，４６６人 
 中学校      １５５校 
        ４７，６５０人 
 特別支援学校 １７校 
         １，６６７人 

 平成29年5月1日現在 



 県立高等学校  
       ５９校 
   ４０，４９２人 

 
 

発達障がいの可能性のある生徒に関する調査 

（平成２５年９月県独自調査） 

  ⇒ 在籍率 １．４４％ 

  （６０２人／４１，６８０人） 

 

平成29年5月1日現在 



【課題】  途切れのない支援 

  
「途切れのない支援」 
就学前→小学校→中学校⇒高等学校→卒業後   
 
発達障がいを含む特別な支援を必要とする生徒
が途切れのない支援を受けることができるよう、県
内共通の方法で、中学校から高等学校への支援
情報の引継ぎを円滑に行う必要がある 
 

 



途切れのない支援のために 

 【取組１】 
  中学校から高等学校への引継ぎシステム 
                         の構築 
 【取組２】 
  高等学校入学後の支援体制の整備 
 
 【取組３】 
  情報引継ぎツールの活用促進 
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中学校から高等学校への 
       引継ぎシステムの構築 

取組１ 



中学校から高等学校への 
    引継ぎシステムの構築  

9 

「実施要項」を作成 
・小中学校長会役員会 
・県立高等学校長会 
・高等学校特別支援コーディネーター会議 
                         で説明 
              ⇓  
引継ぎモデル図とともに 
         県内の中学校・高等学校に周知 
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【引継ぎの対象】 
 
① 県立高等学校に入学が決定した生徒 
② 中学校の校内委員会において支援が必要 
    と判断され、既に保護者の了解のもとに支 
    援を行っている生徒 
③ 引継ぎについて保護者の同意が得られて 
    いる生徒 
                     「実施要項より」 



【引継ぎの方法】 

 

 ① 中学校が高等学校ごとに一覧表 

   を作成 

 ② 中学校と高等学校が面談を行い、 

    一覧表を手交  
 
 
                            「実施要項より」 
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一覧表 
（別紙１） 



一覧表の作成により・・・ 

・保護者の同意に基づく引継ぎであることが（後 
 になっても）分かる 
・中学校の負担を軽減 （合格後→３月末） 
・高等学校入学前から声かけがしやすく、早く 
 から支援がスタートできる 
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【引継ぎの時期】 

 

進学先決定から３月末まで 

 
   ・教員の異動 

   ・入学式までに支援をスタートしたい 
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【引継ぎ情報の管理】 

 

① 中学校は、一覧表の写しを管理 

  高等学校からの照会にも対応 

 

② 高等学校は、一覧表の原本と添付資料 

    を管理            
                            「実施要項より」 
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■一覧表の添付資料として 

 

  ・個別の指導計画 
  ・個別の教育支援計画 
    ・上記を綴じ込んだ「パーソナルカルテ」 
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中学校から高等学校への支援情報の引継ぎモデル 
【中学校版】 

担当者同士が面談し、支援情報を引き継ぐ。 
・一覧表（あれば資料も）を手交する。 
・できるだけ複数の教員で対応する。 

卒業後も、高等学校からの問い合わせや本人・
保護者からの相談に対応できるように備える。 
・引き継いだ資料の写しを保管する。 
・対応の窓口となる教員を決める。 

進学する高等学校ごとに一覧表を作成する。 
・一覧表とともに引継ぐ資料も整理する。 
 （個別の指導計画、個別の教育支援計画など） 
提供する資料は保護者に提示できるものに限ります。 

② 

保護者と面談し、引継ぎについての同意を得る。  
・事前に校長に報告しておく。   
・一覧表（空欄で）や資料を提示し、引き継ぐ情報を確認する。 
・パーソナルカルテがあれば、高校へ提示するよう勧める。 

③ 

高等学校へ連絡し、引継ぎの日程を調整する。 
・原則として、３月末までに設定する。 
入学予定者の中学校への訪問を実施している高等学校も
ありますので、双方にとって都合がよいように調整する
とよいでしょう。 

④ 

⑤ 

校内委員会を開き、高等学校への引継ぎが必要
な生徒を確認する。 
・既に保護者の了解のもとに支援を行っている生徒か 
・保護者の同意を得ることが困難でないか 
特別支援学級だけでなく通常の学級の生徒も対象です。 

① 

モデル図
（別紙２） 



モデル図 



【市町教育委員会】 

各中学校の一覧表より引継ぎ状況を把握 

 ⇒県教育委員会に報告（４月末）  

 

 【高等学校】 

 各中学校からの引継ぎ状況を集約 

  ⇒県教育委員会に報告（４月末） 
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平成２８年度末の引継ぎ実績 

課程 
中学校の在籍学級 

       （単位：人） 

通常学級 支援学級 合計 

全日制 51（22） 45（28） 96（50） 

定時制 17（12） 15（24） 32（36） 

合計 68（34） 60（52） 128（86） 

20 
（  ）は平成27年度末 



 １２８人は、 

 平成29年度県立高等学校入学生徒 

 （12,622人）のおよそ        

         １．０％ 

         ↓ 

    目標   １．４４％ 
発達障がいの可能性のある生徒に関する調査 

                                               （平成２５年９月県独自調査） 
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【成果】 

 

◎引継ぎ数が増加 

  56人 →  86人 → 128人 

  （Ｈ26）      （Ｈ27）      （Ｈ28） 

◎安心して高等学校に相談できる  （保護者） 

◎引き継がれた生徒の適応状態がよい 
                           （高等学校） 

◎中学校・高等学校が必要性と効果を理解 
                   （市町教育委員会・高等学校） 
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【課題】 
△市町や中学校による偏り 
△保護者への周知、理解の方法 
△高校入学者選抜時の連携 
△私立高校、高等専門学校への拡大 
△引継ぎ時の添付資料の内容と量 
 
☆高等学校入学後の継続支援が大切 
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高等学校入学後の支援体制の整備 

取組２ 



 

 広域学校間連携コーディネーター 
                 ３名を配置 
   
   県立北星高等学校 
   県立みえ夢学園高等学校 
   県立伊勢まなび高等学校 
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① 引継ぎを受けた128人について、広域学校 
   間連携コーディネーターが該当校を訪問 
 
② 状況の確認を行うとともに、必要に応じて個 
      別の指導計画等の作成や合理的配慮の提 
      供について支援 
 



 
  【支援内容】 
    
     ①本人及び保護者との面談 
 
    ②実態把握・心理検査 
 
   ③指導支援方法の助言 
 
   ④個別の指導計画等の作成支援 
 
   ⑤校内研修会の講師 
 
   ⑥市町教育委員会への助言 
 
 
 
                【Ｈ２８年度 派遣回数実績】   41校 386回 
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【効果】 
◎生徒の実態について、正確なアセスメントと 
  適切な支援方法が提供できる 
      （高等学校としての基礎的環境整備） 
  →引き継がれた生徒の適応状態がよい 
   
◎学校体制として職員の特別支援教育への意 
  識とスキルの向上を図ることができる 



【課題】 
 
△高等学校卒業時の引継ぎ 
△広域学校間連携コーディネーターとＳＣや 
  ＳＳＷとの役割の明確化 
△高等学校教員の専門性の向上 
   （校内委員会・個別の指導計画の作成等） 
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  情報引継ぎツールの活用促進 
（パーソナルカルテの取組） 

取組3 
 



 
 ・発達障がいを含む支援の必要な幼児児童生徒本人 
  や保護者へのよりよい支援を目指して作成します。 
・県内のどの市町に居住していても、一貫した 
 支援が行われるよう作成します。 

  
・就学前から卒業した後まで、発達障がいを含むすべての障が
いのある幼児児童生徒の支援情報を円滑に引き継ぐための
ツールです。 

パーソナルカルテとは 

パーソナルカルテの目的 

 ・ 何度も同じ説明をすることなく、支援の情報を伝えることが 
  できます。 
 ・ 周りの人が変わっても、安心して支援を受けられます。 
 ・ 支援の情報を一つにすることができます。 
 ・ 受けてきた支援の様子がわかります。 
 ・ 受けてきた支援の情報を、次の支援につなげることができます。 
 ・ 保護者との信頼関係を強化することにも有効です。 
  

  パーソナルカルテ 
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 〇 保護者による作成と管理 
  ・ 必要な情報（生育歴等）の記入 
  ・ 支援に役立つ情報の綴じ込み 
  ・ 家庭で保管 
 
 ○ 情報共有とよりよい支援の検討 
  ・ 就学、進学、就職の際の引継ぎ時 
  ・ 教育相談や懇談会時 
  ・ 福祉サービス利用時 
 
  〇 提供の方法 
  ・ 市町等教育委員会や福祉窓口で配付 
  ・ 各特別支援学校で配付 
  ・ 三重県教育委員会のホームページからダウンロード 
 
 〇 市町独自のパーソナルカルテ 
   ・ 県内１２市町では、独自の様式を活用 
 
   ハピネスファイル ・ 相談支援ファイルぽっけ 
   子育てサポートかめやま ・すずかっ子支援ファイル 
   サポートファイル ・ はっぴぃのーと ・ ほっぷカルテ など 

 

〇 パーソナルカルテとは、支援の情報をスムーズに引き継ぐための情報引継ぎツールです。 
        支援の必要な幼児児童生徒本人や保護者が、三重県内のどの市町に居住していても、安心して一貫した支援が受けられるよう     
    にしていきます。 
 
 

個別の指導計画  

個別の教育支援計画  

サービス利用計画  

入院診療計画 

お薬手帳 

◆ パーソナルカルテの主な内容（必要なページを使用） 
 ・ プロフィール  ・ 関係機関等での記録  ・ 検査等の記録 
 ・ マイページ  ・ 成長の記録  ・ 自由記録欄  
 ・ 支援を受けられる機関  ・ 身体・ 移動・運動について 
 ・ 感覚について  ・ 食事について  ・ 必要な医療行為等  等 

情報の蓄積・共有 説明の負担を軽減 よりよい支援の検討 一貫した支援 

母子手帳  

個別の移行計画  

綴
じ
込
む
と
役
立
つ
情
報 

        パーソナルカルテの活用方法 



•三重県内２９市町 
 小学校 ９４，４６６人 
 中学校 ４７，６５０人 
うちパーソナルカルテを持っている児童生徒 

          ３，８８５人 
     活用率２．７３％ 
            （平成２９年１２月県独自調査） 

 →基礎的環境整備としてさらに活用を促進 



保護者向けリーフレット（別紙３）  
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 まとめ 



  
 ・本人、保護者の合意による引継ぎは高等学校 
   入学後の合理的配慮の提供を円滑にスタート 
 
 ・引継ぎシステムの構築は、本人、保護者の安 
  心と適切な支援を実施するための基礎的環境 
  整備 
 
 ・高等学校入学後の継続支援が大切 
 
   
   
 



  
 【今後の課題】 
 
 ・高等学校入学者選抜時の連携 
 
 ・保護者への理解啓発 
 
 ・高等学校卒業時の引継ぎ（進学・就労） 
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